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秋
田
県
八
郎
湖
の
水
質
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書

令
和
元
年
六
月
五
日
の
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
国
営

干
拓
事
業
に
起
因
す
る
八
郎
湖
の
水
質
問
題
に
つ
い
て
質
疑
し
た
。
そ
の
際
、
ア
オ
コ
を
食
べ
て
水
を
浄
化
す
る
ヤ
マ
ト
シ
ジ

ミ
は
、
海
水
と
淡
水
が
混
ざ
る
汽
水
域
で
し
か
繁
殖
で
き
な
い
が
、
ふ
化
し
て
一
定
程
度
に
育
て
ば
、
淡
水
の
八
郎
湖
に
放
流

し
て
も
成
長
可
能
で
、
繁
殖
環
境
を
い
か
に
つ
く
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
海
水
を
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
て
汽
水
域
を
つ
く
り
、

淡
水
域
と
明
確
に
仕
切
る
こ
と
で
管
理
す
る
こ
と
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
質
し
た
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
漁
獲
す
る
こ
と
は
、
シ
ジ
ミ
の
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
窒
素
を
湖
の
外
に
出
す
こ
と
に
な
り
、
大
規
模

な
設
備
と
莫
大
な
費
用
が
必
要
な
機
械
的
浄
化
方
法
に
比
べ
、
効
率
的
な
窒
素
・
リ
ン
の
回
収
方
法
で
あ
り
、
シ
ジ
ミ
漁
業

が
湖
の
水
質
浄
化
、
富
栄
養
化
防
止
な
ど
の
環
境
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
ア
ユ
、
ヤ
マ
メ
、
ウ
ナ
ギ
、
コ
イ
、
フ
ナ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ

オ
な
ど
、
内
水
面
の
他
の
魚
種
に
比
べ
る
と
遅
れ
て
い
る
。
遅
れ
の
原
因
の
一
つ
は
、
か
つ
て
は
資
源
量
が
豊
富
で
、
種
苗

生
産
や
増
殖
場
の
造
成
な
ど
の
水
産
研
究
の
対
象
と
す
る
必
要
性
が
小
さ
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
近
年
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

一



の
漁
獲
量
が
大
き
く
減
少
し
、
シ
ジ
ミ
漁
の
今
後
の
操
業
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
の
調
査
研
究
の
重
要
性
は
さ
ら
に
増
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


